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○●○ 日本リメディアル教育学会参加報告 ○●○ 
 9 月 1 日（土)、2 日（日)の二日間、JR 京都駅前のキャンパスプラザ京都で開催された日本リメデ
ィアル教育学会第 2 回全国大会に参加した。リメディアル教育、初年次教育、入学前教育などについ
て 2 つの特別講演、2 つのシンポジウム、39 件の発表と非常に盛りだくさんな内容であった。プログ
ラムの詳細は http://www.remedial.jp/18-conference.html を参考にしていただくとして、今回はそ
れらの中から、特に入学前教育を扱ったものについて 2 つの事例を紹介させていただく。 
 
1. 京都工芸繊維大学の例 








加し、現在は 4 科目となっている。各科目ごとに 30 ページ程度のテキストを作成（一部、市販のも







 7 学部の AO、推薦入試合格決定者（1322 名）向けに 12 月中旬から 3 月末まで e-Learning により
実施。実施科目は 6 科目（英語、数学、化学、物理、生物、日本語)。これらの中から学部により必修









いった声が聞かれた。最後に、金沢大学からも IT 教育推進プログラムの活動を中心として 4 件の発
表が行われたことも付け加えさせていただく。        （文責：教育支援システム部門 堀井祐介） 
 
 
○●○ 卒論等発表の場としてのランチョンセミナー活用を ○●○ 





















                              （文責：教育支援システム研究部門 青野 透） 
 
 
